
追加資料③

青少年問題協議会事務局

会長案について

芦屋市子ども・若者計画【骨子案２】において下記の着色部の追加変更を検討願います。
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第３章 基本的な考え方

１ 基本理念 

本来，人は年齢に応じた経験を重ね，人間関係を築き，社会に参加し，そして自立していくもの

ですが，ひきこもりやニート，不登校の子ども・若者は，これらの経験を十分に重ねる機会に恵ま

れなかったうえに、ひきこもり状態が長期化したことで年齢相応の社会経験を積む機会を失い，社

会から孤立した状態にあります。そのため再び社会参加しようと思っても，同世代の大半が既に年

齢相応の社会経験を積んで次の課題に向き合っているところに合流し，一緒に進み始めることは容

易なことではありません。彼らの社会参加を促すためには,育ち直しを支える丁寧なケアと家庭的・

社会的な支援が必要となります。

以上の認識に立って,本市の子ども・若者が,豊かな社会的経験を重ねるための環境整備と情報発信

を行うとともに,ひきこもりや不登校の状態にある子ども・若者が,人とのつながりの中で，自分らし

さを取り戻し，社会の中で自分の居場所を見つけ，自立に向かって動き出せるように支援を行いま

す。 

裏面あり
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【取組の方向】

１

すべての子ども・若

者の「豊かな人間力」

を支援する

【基本理念】

（１）社会的自立に向けた日常生活能力と学力の育成

（２）情緒豊かな人間性を育む多様な体験機会の提供

（１）困難を有する子ども・若者の包括的な支援

（２）学校園・家庭・地域の連携による子ども・若者の

育成の支援

２

困難を有する子ど

も・若者やその家族

を支援する

３

子ども・若者を社会

全体で支えるための

環境を整備する
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【重点目標】

（１）社会参加と居場所の充実

（２）子ども・若者にとって困難な課題への支援

①生活習慣形成のための家庭教育支援
②「共生」の心を育む教育 

③考える力や創造性を伸ばす教育 
④食を通じた健康な身体の育成 
⑤情報モラル教育等の推進 

①個性豊かで幅広い「芦屋文化」とのふれあい
②スポーツ活動の推進と遊びの環境の改善

①若者の就労支援の強化

②継続的な支援体制の強化
③地域で支える仕組みづくりの充実

①いじめ防止の推進
②ひきこもり及び不登校へのケアと支援
③障がいのある子ども・若者への特別支援
④貧困問題への支援

①社会参加の機会の拡大

②気軽に集える居場所づくり
③地域関係団体等の育成・支援

①有害環境対策
②街頭指導活動の充実による非行の早期発見・防止

（２）子ども・若者にとって困難な課題への支援


